
  
 

 

【第５３回】                       平成２２年８月３０日  

存在意義失った民主党 
                     国基研理事・政治評論家 屋山 太郎 

 
●日本を潰す小沢氏出馬 
民主党は菅直人、小沢一郎両氏が激突し、党分裂の様相を呈している。小沢氏は「菅

内閣の無策ぶりでは日本が潰れる」と代表選出馬を決意したそうだが、小沢氏の決意こ

そ、日本を潰すものではないか。鳩山由紀夫、小沢両氏は 3カ月前、参院選敗北必至ま
で追い込まれ、「政治とカネ」の責任を取って代表（首相）と幹事長をそれぞれ辞任し

た。カネについて小沢氏は国会でも国民の前でも一切説明していない。3人の秘書が起
訴され、自らは検察審査会で「起訴相当」の議決を受け、2度目の審判を待つ身である。
そういう人物が、首相になるかもしれない代表選に名乗り出る資格があるのか。それこ

そ日本の道徳を根底から覆すことになると心得るべきだ。小沢氏の党運営は、政策調査

会を廃止し、党内の異論を汲み上げる場所をなくすというナチスさながらの独裁体制を

作り上げた。これは民主主義政党ではない。 
●「脱官僚」はどこに 
民主党が国民に公約した最大のものは「脱官僚」である。なぜ脱官僚でなければなら

ないか。これまでの政治は財務省がやってきたと言っていい。全国に 98 の空港を造っ
たがハブ（拠点）空港がない。成田に着いてもそこから地元に行く路線はわずか 4 本。
韓国の仁川に着けば日本の地方空港の 36カ所に飛んでいる。1980年、神戸港は釜山港
の 2倍の貨物を扱った。2008年に釜山港は東京、横浜、大阪、神戸 4港の合計を上回
る貨物を扱っている。財務官僚には「国家経営」の発想がない。だからこそ脱官僚が必

要なのだ。 
政治主導に切り替える体制改革に取り掛かったのは安倍晋三元首相で、渡辺喜美行革

担当相（現みんなの党代表）が公務員制度改革基本法を作った。しかし、自民党では「で

きっこない」と見切りをつけて渡辺氏は脱党した。民主党はその自民党でできなかった

改革を引き継いで、完成してくれるだろうと国民は期待したのである。みんなの党が今

年 7月の参院選で 800万票を集めたことで国民の期待度が分かる。ところが、鳩山内閣
はやろうとしてできなかった。 
●財務省がカネと人事を差配 
改革の肚

はら

は「国家戦略局」を作るかどうかにかかっている。財務省の主計局は財政の

企画、立案、調整機能を持つがゆえに、官僚の中の官僚として君臨している。そこを国

家戦略局に担当させ、政治家が握れば政治主導は成立する。ところが鳩山内閣は「局」

を「室」に格下げして無力化した。法整備も諦めた。菅内閣に至っては単なるシンクタ

ンクにするという。一方で公務員改革は棚上げされ、①官民交流促進のための諸措置②

国家公務員退職管理基本方針―なるものが実現した。財務省がカネと人事を差配する最

悪の構図となった。民主党は存在意義を失ったのだ。             （了） 
 


